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市 域 76.49Ｋ㎡

人 口 284,320人
男 137,154人
女 147,166人

世帯数 131,013世帯
(令和４年８月末現在）

※大阪府内８/４３(全市町村数)

＜地震当時＞

人 口 282,213人

世帯数 125,354世帯
(平成30年５月末現在）

茨木市ＨＰ



大阪府北部を震源とする地震



地震被害状況（茨木市）

区 分 茨木市

死者 １人

火災 ０件

負傷者 102人（重傷50人）

住宅被害

全壊 3世帯（3棟）

半壊 194世帯（95棟）

一部損壊 16,454世帯（13,510棟）

停電 (発災当日全市域復旧) 約5,500戸

ガス供給停止 (6/24全市域復旧) 約64,254戸

断水 0（私有地内では約600戸断水）

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より抜粋

平成31年3月31日時点



〇都市型災害

〇「見えにくい災害」甚大ではないが大量の被害

〇通勤通学途上の時間帯の発生

大阪北部地震の特徴



出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より抜粋
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当日の
職員参集率 85%

※本資料は、多田の
個人的見解です



■被害状況 交通機関

地震で停車した列車から降り、徒歩で線路を歩く様子
18日午前10時29分、大阪市北区（白木悠平撮影）

電車の
緊急停止
による
混乱

状況②

通勤・
通学時の
混乱

状況③



■被害状況

大阪府立茨木高校のグラウンド＝2018年6月18日 午前8時25分頃

学校等の
緊急対応
の混乱

状況④



■指定避難所での自主防災会活動の様子

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



■被害状況（ブルーシートが張られた建物）

被害状況
の確認と
情報収集

状況①

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



■茨木市災害対策本部会議

災害対策
本部設置
と会議

状況②

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



■茨木市災害対策本部会議の概要

区分 概要 

設置時期 平成 30年６月 18日から７月 23 日まで 

開催回数 計 48 回 

構成 本部長、副本部長及び本部員並びに本部長が定めるその他職員で構成 

会議で検討した主な事項 （発災当日～３日） 

・市内の被害状況（人的被害・物的被害） 

・避難行動要支援者等への対応状況 

・災害救助法の適用要請 

・応援の要請・受入れ 

（発災後３日～１週間） 

・避難所の閉鎖 

・義援金、寄付金の受入れ 

・こころのケアセンターの設置 

・公共施設の開館、閉館 

（発災後１週間～２週間） 

・被災者支援制度一覧 

・避難所体制プロジェクトチームの設置 

（発災後２週間～） 

・被災者支援会議の設置 

・復興支援総合案内プロジェクトチームの設置 

 
出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より抜粋

災害対策
本部設置
と会議

状況②



■臨時広報の発行

情報発信
(会議公開

/SNS)

状況③



■災害情報の発信

市役所等公共施設へ被災者支援情報等を掲示
情報発信
(会議公
開/SNS)

状況③

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



■茨木市復興支援総合窓口

災害対応業務と通常業務を並行して行ったため、
庁内窓口には市民の皆さんへのお願いを掲示した。

地震に関する相談等について、適切な支援につなげるため、災害
支援コールセンターと相談機能を合わせて、一元的に
受付を行う窓口「復興支援総合案内」を設置
実 積：52日間（7月11日~8月31日）
受付件数：2,206件

災害支援
コール
センター
対応

状況④

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より
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出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



民生委員・児童委員その他関係機関等に依頼し、単身高齢者、障害者、要介護者等の
安否確認を実施した。

■避難行動要支援者安否確認
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日時 内容 

６月 18日 ７：58 地震発生 

 10：00頃 市から民生委員児童委員協議会会長へ、単身高齢者を中心とする安否確

認を依頼。 

会長より、各地区委員長に連絡、安否確認を実施。 

 19：00頃～ 市から各民生委員へ安否確認状況を照会、所在不明や連絡不能との回答

があった要配慮者をリストアップ。 

  以降、市職員も電話・訪問等により、災害時避難行動要支援者名簿（障

害者手帳所持者、要介護３～５）に基づく安否確認を実施。 

また、要介護者・障害者については担当課から各サービス事業所に安否

確認を依頼。 

６月 19日 ～ 民生委員が確認できなかった対象者、及び避難行動要支援者の「その他」

に当たる人について、市職員による電話、訪問等による安否確認を実施。 

６月 24日  災害時避難行動要支援者のうち、要介護者の安否確認を完了。 

６月 26日  単身高齢者及び災害時避難行動要支援者のうち、障害者の安否確認を完

了。 

６月 28日  リストアップしたすべての要配慮者の安否確認を完了。 

 

災害時要
配慮者の
安否確認

状況⑥

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



■罹災証明書の発行

出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より



出典 大阪府茨木市「平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録及び災害対応の検証」より抜粋



茨木市ホームページで各種アンケート結果を掲載してます。
是非、本市経験をお役立ください。

（１）平成30年大阪府北部を震源とする地震等の記録
及び災害対応の検証 ※平成30年中の風水害対応の記録も掲載

検証期間 平成30年6月18日～平成30年8月4日
茨木市危機管理課

（２）茨木市被害を受けた住宅に関するアンケート調査について

茨木市居住政策課

（３）茨木市での在宅避難者生活実態調査報告書

ダイバーシティ研究所（茨木市からの委託事業）

(参考資料) 地震対応・アンケート資料

記録及び対応検証

住宅アンケート

生活実態調査



よんなな女子部員おすすめ！全国のステキな防災
冊子を集めました♪
ぼうさいこくたい2022 ＠神戸市 人と防災未来センター
展示ブース： JICA関西２階 P-32

防災分野で少数派の女子達がつながり、一人

ひとりがそれぞれの場で、楽しくいきいきと

活動できるよう、オンラインを通じて学習会

や交流会を行っています。

また、それぞれの強みを持ち寄り、つながり

による新たな取組みにより災害に備えます。

※令和４年10月22日現在 会員数 205人

ぼうさいこくたい2022ブース出展

ひまわり通信QRコード




